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森ノ宮医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻
平成 30 年度修士論文審査報告
組織間の滑走性評価方法の開発
学位申請者：河西謙吾
指導教員：工藤慎太郎
審査委員会主査：前田　薫
論文要旨
【背景と目的】大腿骨近位部骨折の術後に頻発する大腿外側部における動作時痛の一要因として，組織
間の滑走性の低下があげられるが，その滑走性に影響する要因については十分に検討されていない．本
研究では，疼痛との関連が報告されている結合組織厚と滑走性の関係を調査することを目的とした．
【方法】対象は健常成人 12 名 21 肢であった．計測肢位は側臥位での股関節中間位とした．超音波画像
診断装置を，自作のプローブを用いて，大腿外側中央に固定した．膝関節の屈曲 - 伸展運動を，40 お
よび 60 bpm のリズムで他動的に反復し，運動中の皮下組織と外側広筋の動態を撮像した．その動画へ
流体画像解析ソフトを適用し，組織動態をベクトルマッピングした．次に，皮下組織と外側広筋の 2 カ
所に関心領域を設定し，各々の流速を計測した．その流速データを時系列に配列し，相関係数を算出した．
この相関係数を，滑走係数と規定した．この係数が低いほど，各々の組織が独立して動いており，滑走
性は高いと判断された．また，結合組織厚を Image J にて皮下組織，密性結合組織，疎性結合組織に分
類して厚みを計測し，各々の総和と全体の厚みに対する各組織の比率を算出した．統計学的検討は，結
合組織厚と 40・60 bpm の組織間の滑走性の関連をステップワイズ重回帰分析にて実施された．
【結果と考察】結合組織厚は皮下組織厚 4.3±1.0㎜，密性結合組織厚 1.1±0.3 ㎜，疎性結合組織厚 0.5±0.2
㎜であった．ステップワイズ重回帰分析の結果，40 bpm では皮下組織厚（β :0.51）・密性結合組織厚
（β:0.41）が抽出された（R2 ＝0.59）．また60 bpmでは皮下組織厚（β:0.63）・密性結合組織厚（β:0.39）
が抽出された（R2 ＝ 0.67）．組織間の滑走性には皮下組織厚と密性結合組織厚・比率が関連することが
明らかとなった．
審査結果
　本論文は，大腿骨転子部骨折後の大腿外側部痛の発生要因と考えられる，膝関節運動時の皮下組織間
の滑走性の低下を定量的に評価する方法を開発したものである．この目的を達成するために，著者らは，
第１に，超音波プローブの固定装置の作成と，その装置を膝関節運動時の動的画像撮影に用いることの
妥当性を検討した．第２に，組織間の滑走性を評価するために，これまでは単体の組織の滑走性の評価
のみに用いられてきた流体画像法を，２つの部位間の滑走の関連性を検討することに応用し，「滑走係数」
という指標を提唱した．第３に，「滑走係数」の関連要因として，関節運動の速度，皮下組織厚，密性
結合組織厚，そして疎性結合組織厚があることを示した．これらの結果は，理学療法の臨床で遭遇する
頻度の高い症状の，とくに動的な状況での評価法の基礎となり，かつ組織間の滑動性を改善することを
目的とする治療手技の妥当性を示すものである．ただし，論文中に述べられているとおり，組織の滑走
性と痛みの関係は検討されていないため，今後，大腿骨転子部骨折患者を対象として同計測を実施し，
膝関節運動時の大腿外側部痛の程度および変化と「滑走係数」の関係を検討することが求められる．本
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研究は，テーマの設定から結果の解釈に至るまで，系統的かつ論理的妥当性を持って行われており，今
後の発展が期待される．
　以上のことから本申請論文は，修士の学位を授与するに値するものと判定した．
アトピー性皮膚炎の酸化ストレスと抗酸化に対する鍼治療の影響
学位申請者：林　侑里
指導教員：仲西宏元
審査委員会主査：山下　仁
 
論文要旨
【目的】アトピー性皮膚炎 ( 以下 :AD) に対する鍼灸治療の評価方法は，血中総 IgE 値や好酸球なども用
いられているが，VAS スケールを使った主観的データが多く，客観的データが少ないのが現状である．
本研究では，健康成人と AD 患者の酸化ストレスを調べるために酸化ストレス度 (d-ROM)，抗酸化力
(BAP，OXY) の比較を行い ( 実験 1)，AD 患者に対する鍼治療の効果を一事例条件反転法 ABABA 法を
用いて酸化度 (d-ROMs)・抗酸化力 (BAP，OXY)・水分量・痒み VAS を指標に比較検討した ( 実験 2)．
【方法】( 実験 1) 健康成人 5 名と AD 患者 5 名を対象とした．実験 1 は健康成人と AD 患者の d-ROMs，
BAP，OXY を比較した．( 実験 2) AD 患者に対し一事例条件反転法 ABABA 法を用い（A: 無治療期間，B:
鍼治療期間，各 10 週実施），d-ROMs・BAP・OXY と皮膚の水分量，痒みの程度をアトピー性皮膚炎チェッ
ク表にて評価した．鍼治療は置鍼術 (10 分 ) を用いて鍼治療期間に週 1 回行った．
【結果】健康成人と AD 患者では d-ROMs に有意差が見られなかったが，健康成人は正常レベルの領域
であった (264.2±44.7 U.CARR vs. 308.6±34.2 U.CARR)．BAP は 2319.2±258.0 µmol/L vs. 1803.4
±299.4 µmol/L，OXYは409.2±24.5 µmol/L vs. 170.1±15.9 µmol/Lであり，いずれも有意差が見られ，
AD 患者の抗酸化力は低下していた．また，鍼治療にて d-ROMs は低下傾向，BAP と OXY は上昇する
傾向が見られた．水分量は治療前 (26.20±13.41)，治療後 (46.33±11.16) と有意に上昇した．痒み症状
の VAS 値は，5 症例中治療期間に 2 症例，治療後 2 症例が低下し，1 症例が不変であった．
【考察・結論】実験 1 から，AD 患者は酸化に対する抵抗力が低く，酸化しやすい状態であることが示
唆された．実験 2 から，鍼治療を継続的に行うことで酸化に対する抵抗力を増すことが考えられた．痒
みの程度は大きな変化が見られなかったが，治療期間が短かったため，掻痒感の減少まで至らなかった
と考えられた．鍼治療は抗酸化力と皮膚水分量に影響することが示唆されたが，無治療期間にも変動が
見られたことから気候の変化など他の環境因子が同時に影響している可能性も考えられた．
審査結果
　本研究は実験 1 でアトピー性皮膚炎（AD）患者と健常成人の抗酸化力に血液検査レベルで違いがあ
ることを確認した上で，実験 2 で AD 患者を対象として鍼治療期間と無治療期間を反復する一事例条件
反転法によって鍼治療の抗酸化，皮膚水分量，痒みなどに対する影響を検討したものである．酸化スト
レス度，還元度，OXY 吸着，および皮膚水分量に関してはすでに確立された手法によって測定してい
るため，方法論としては妥当と思われる．また，鍼治療法に関しても日常臨床的観点から妥当な範囲で
鍼灸針・刺鍼手技・経穴の選択を行っている．
　一方，一事例条件反転法デザインは本来，操作（介入）の導入と撤回に連動して評価項目が増減する
かどうかを確認するのが趣旨であるため，Wash-out 期間（すなわち無治療期間）の設定を慎重に行う
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必要があるが，その長さや採血のタイミングの重要性を十分に理解した設定とは思われない．デザイン
の趣旨に則るならば採血 3 と 4，および 6 と 7 の比較が重要であるが，本論文はここにあまり注目して
いない．考察の部分は結果の繰り返しが多く，先行研究文献や結果に影響を与えた要因を踏まえた解釈
や論理展開が十分とはいえない．今回選択した研究デザインや統計解析手法，さらにはデータ解釈など
について理解不足があるものと思われる．
　以上のような問題点はあるが，本研究論文は AD 患者に対する鍼治療について，①臨床的な観点を保
ちながらも主観的症状だけでなく客観的な指標しかも今までほとんど検討されてこなかった酸化ストレ
スに着目しデータ取得したこと，② 50 週という長期間にわたって AD 患者の鍼治療を行って臨床症状
および検査値を検討したプロスペクティブな介入研究は過去に少ないこと，③得られたデータはより厳
密に検証する必要があるものの鍼治療が AD 患者の酸化ストレスと抗酸化力に影響する可能性を否定で
きない部分があることから，当該領域の今後の研究に意義のあるデータを提示したものと判断できる．
　以上のことから，本申請論文は，修士の学位を授与するに値するものと判定した．
認知症高齢者に対する擦過鍼法の臨床的有用性を示す指標の探索
学位申請者：藤村佳奈
指導教員：山下　仁
審査委員会主査：井手口範男
論文要旨
【目的】擦過鍼が，認知症高齢者のどのような側面において臨床的有用性があるのか，あるいはないのか，
あるとすれば，どのような指標に注目すれば臨床的有用性をより明確に評価できるのかを明らかにする
ために，量的・質的両面から包括的に評価した．
【方法】(1) 擦過鍼刺激が認知症患者に及ぼす影響について探索的に行われた 1 件のランダム化比較試
験の生データを用いて二次解析を行った． (2) 大阪府下の某グループホームに入居している認知症高齢
者で Y 鍼灸師が擦過鍼施術をする者を対象として約 8 か月間，臨床活動の観察記録を行い，擦過鍼施
術の意味について象徴的な場面に関する記述を抽出するとともに，介護記録閲覧，施設介護職員インタ
ビューを実施した．
【結果】(1) 擦過鍼施術直後に気分に関する face scale が有意に改善していた．その他の指標・尺度に有
意な変化や一定の傾向は見られなかった． (2) 観察対象者 11 名の平均観察回数は 28.3 回であった．観
察対象者からは「気持ちいい」という発言が多く聞かれた．筆者が印象的・象徴的と感じた言動がみら
れた 4 名の動作と発言の記録すべてを示し，特に注目して解釈を試みた．介護記録閲覧では，直接的で
はないが擦過鍼に関する関連している可能性のある記載がいくつか認められた．インタビューできた介
護者は 2 名であり鍼灸の印象や連携については肯定的な回答がみられた．
【解釈・考察】量的な指標としては，face scale によって評価した即時的・短期的な気分の改善が最も
著明であると考えられる．質的な指標としては，臨床観察，介護記録閲覧，介護者インタビューから得
られた記録を統合的に解釈すると，程度の多少はあるものの【心地よさ】【気分の改善】【怒りの軽減】【痛
みの軽減】【社交性の獲得】【コミュニケーション】【不満のはけ口】【楽しみの追加】【展望記憶の想起】
といったキーワードで表現できる．しかし個別性・異質性が高いため，異なる複数の施設で多様な認知
症高齢者を対象として方法論的に確立された質的研究手法でデータ取得と分析を繰り返すとともに，皮
膚接触を主とするケアの中で擦過鍼の独自性に関して基礎的・臨床的な研究を蓄積する必要がある．
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【結論】認知症高齢者に対する擦過鍼法は，施術直後に短期的な気分の改善をもたらすことがわかったが，
中長期的な臨床的有用性を示す量的指標は今回は見出せなかった．一方，臨床観察からみた質的指標と
しては，程度の多少や個人差はあるものの【心地よさ】【気分の改善】【怒りの軽減】【痛みの軽減】【社
交性の獲得】【コミュニケーション】【不満のはけ口】【楽しみの追加】【展望記憶の想起】といったキー
ワードが抽出できた．認知症高齢者のグループホームにおいて鍼灸師が参入することにより，日常的な
介護ケア等をいくつかの側面から補完できる可能性が示唆された． 
審査結果
　本論文は，認知症高齢者に対して行った擦過鍼施術の臨床的意義の有無と，それを示すことができる
指標の探索を試みた研究である．鍼治療の有効性を検証する臨床試験ではしばしばプラセボ対照群の代
わりに偽鍼対照群が設定されるが，擦過鍼も偽鍼も皮膚接触刺激があるため，従来の研究方法で擦過鍼
の臨床効果を検証することは難しい．そこで本研究では次善の策として，生データが取得できた先行臨
床試験の二次解析により確かに変化したと思われる量的指標の探索を行うとともに，質的研究の手法を
取り入れて擦過鍼の包括的ケア手段としての臨床的意義を示す質的指標を探索することを試みている．
　鍼灸臨床研究領域でこのような質的研究の観点から行われているのは従来がん患者の緩和ケアにおけ
るアプローチがほとんどであり，認知症高齢者については行われていなかった．今回の検討により，鍼
という「手段」と鍼灸師の「対応」という 2 つの要因の貢献度の内訳は明らかでないものの，擦過鍼と
いう「刺さない鍼」を用いたケア行為が認知症高齢者の満足度を高めている状況が示され，【心地よさ】
に関してはそれを裏付ける量的指標も不十分ながら見つけ出している．一方，すでに自己批判している
とおり，特定の施術者の観察，ベースラインが不均等であった臨床試験の二次解析における前後データ
比較，録音のない観察記録による主観的解釈，その他多くの限界があるため，本研究の結果や解釈の内
的妥当性と一般化可能性には議論の余地が大いにある．
　しかし，治療の特異的効果，プラセボ効果，患者 - 治療者交流，さらには未知の要因が複雑に絡み合っ
て切り離せない認知症高齢者ケアの現場で，参与観察に近い形でデータ収集を行い，量的研究では削ぎ
落とされがちな対象の個別性や微妙な発言・表情を質的研究によって拾い上げて解釈していく作業は，
臨床研究方法論の黄金基準が確立されていない鍼灸による認知症患者ケアの有用性評価としては斬新な
試みである．超高齢化社会においては，病態解明や根本治療の追究はもちろん重要であるが，多様なケ
ア手法を探索・創出しその臨床的意義を探求することも同等に重要である．
　よって本申請論文は修士の学位を授与するに値するものと判定した．
立位 , 動作中における腹横筋 , 内腹斜筋の筋機能評価の開発
学位申請者：横森正喜
指導教員：工藤慎太郎
審査委員会主査：堀　竜次
論文要旨
【目的】腹横筋 (TrA) は体幹の動的安定性に関与し，パフォーマンスを向上させるが，動作中における
TrA の筋機能評価は存在しない . TrA の筋機能は超音波画像診断装置 (US) を用いた Drawing-in(DI) に
より評価されているが，パフォーマンス中の筋機能を反映しているかは明らかでない．本研究の目的は，
DI が立位，動作中の筋機能を反映しているのか，TrA の筋機能の違いは動作中の体幹の運動に影響を
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与えるかを検証した．
【方法】対象は下肢・体幹に障害を有さない健常男性 48 名（年齢 20.3±1.1 歳，身長 171.6±5.2 cm,
体重 62.9±7.4 kg）とした．対象者に US を用いて DI を実施し筋厚増加率が 100 % 以上となった者
を TrA 正常群（正常群），100 % 未満の者を TrA 不全群（不全群）と定義し，それぞれ 30 名と 18 名
に分類した運動課題は片脚立位で遊脚肢を 3 方向（前方，後内側 45 ，゜後外側 45 ）゜へリーチを行う
Y-Balance テストとした .Y-Balance テスト中の支持側 TrA の筋厚を US にて記録した．体幹の運動は，
US と同期した三次元動作解析装置を用いて記録した．臥位から立位までの立位時筋厚増加率，臥位か
ら動作時最大筋厚までの動作時筋厚増加率，体幹の運動は開始立位から最大運動変化量までの運動変化
量として算出し，それぞれを 2 群間で比較した．有意水準は 5 % 未満とした．
【結果】立位時筋厚増加率は不全群で有意に低い結果となった．動作時筋厚増加率は各方向とも不全群
で有意に低い結果となった．運動変化量は 2 群間で有意差を認めなかった．
【考察】TrA の筋厚は臥位より立位，動作中で増大を認めたが，その増加率は不全群で有意に低い結果
となった . 今回，DI による筋機能不全者は立位や動作中においても機能不全を来していることが明らか
となった．一方で体幹の運動変化量に有意差を認めず，TrA の筋機能の違いは体幹の運動に影響を及ぼ
さなかったと考えられる．
【結論】立位，動作中の TrA の筋機能評価として，US での DI の評価は有効であることを示唆した．
審査結果
　体幹の安定性において，腹横筋 ( TrA) は脊椎の分節的な安定に作用すると言われている．近年，TrA
の筋機能は超音波画像診断装置 (US) を用いた Drawing-in(DI) により評価されている．しかし，動作中
の評価がなされておらず，DI による評価が動作中の筋機能を反映するか明確にはされていない．本研
究では，US を用い立位，動作中の TrA 筋機能を評価することで DI による TrA 筋機能評価の有効性に
ついて検証している．また，三次元解析装置を同期することで体幹運動との関連についても検討してい
る．
　動作中の US による評価は安定した画像を取ることは困難と思われるが，固定装置の工夫がなされ，
再現性についても検証されていることは高く評価できる．また，DI による評価が立位，動作中の TrA
筋機能を反映していることが証明されたことは今後の臨床応用が期待できる．
  一方，体幹運動との関係性は TrA だけでは説明できないと考える．今後，内外腹斜筋・多裂筋等のユ
ニットとして検討していく必要がある．また，対象が健常若年者であるため，他動サブシステムの破綻
した高齢者や腰痛例についても検証していくことを期待する．
  総合的に評価して，DI による評価が動作中の TrA 筋機能を反映していることを証明したことは研究
意義の高いものである．
　以上のことから，本申請論文は，修士の学位を授与するに値するものと判定した．
位を授与するに値するものと判定した．
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